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地元米で 杵 つきもちを体験
��

三郷小児童がビオトープ造り

時を超える大正の音色第５回下田歌子賞表彰式
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▲ビオトープへの通水を喜ぶ児童
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▲蓄音機などの懐かしい音色に耳を傾ける皆さん

▲重いきねを使ってもちつきを体験する親子
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▲各部で入賞した皆さん

27　2008.1.1
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環境、いま私にできること 青空の下で棚田石積み塾

恵那東中学校に防災倉庫日本一の炭焼き窯が完成
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▲石積みの技法を学ぶ受講生たち
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▲設置資材による炊飯体験

▲メーン会場となった市民会館
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▲大きな炭焼き窯の入口に驚く親子づれ
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市中央図書館でクリスマス 華麗で迫力ある山岡歌舞伎

城下町で健脚を競う宮嶋さんが１日警察署長
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▲練習の成果を披露する山岡こども歌舞伎教室の皆さん
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▲勢い良くスタートする参加者

▲イギリス出身のロバート・ジョーンズさん
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▲安全グッズを紹介する宮嶋さん

29　2008.1.1

展 覧 会

「所蔵名品展」－明治・大正・昭和の作品を中心に－

　 桃  山  陶 の再興に生涯を費やした、岐阜県多治見市出身の 荒  川  豊  蔵 （明治２７（１８９４）～
もも やま とう あら かわ とよ ぞう

昭和６０（１９８５）年）は、陶芸のほかに多くの絵画作品を残しています。ここに昭和１１

（１９３６）年の年紀がある「 光  悦  翁  之  図 」を紹介します。
こう えつ おう の ず

　「光悦」とは 本  阿  弥  光  悦 、桃山から江戸初期を代表する芸術家です。画中には
ほん あ み こう えつ

「 訪洛外  鷹  峰  太  虚  庵 　
らくがい たかが みね たい きょ あん

 憶 
をおとずれ

 光  悦 
こう えつおう

 翁 」とあります。光悦は、家康から与えられた
をおもう

 洛 
らく

 北 
ほく

 鷹 
たかが

 峰 の地に太虚庵を結びました。また光悦村（芸術村）を作り、職人や文化人らと独自
みね

の芸術活動を行いました。桃山陶の美と文化を見出し探究した豊蔵が、桃山から江

戸初期の文化を 牽 引した光悦を想い描いた本図は、まさに豊蔵の美意識と芸術観を
けん

物語る一品であります。

■会期
１/４�～４/６�
■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）
■観覧料　�大人＝５００円
（団体４００円）　�小・中・高
校生＝３００円（団体２４０円）
毎週月曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日（土日・祝日を除
く）休館。１２/２５�～１/３�
は年末年始のため、２/４�
～６�、３/３�～５�は展
示替えのため休館します。
※１/７�は特別開館

■問い合わせ　中山道広
重美術館�２０-０５２２

　現在７５歳以上の方全員が加入する「老人保健
制度」が、平成２０年３月末に廃止され、４月か
ら「後期高齢者医療制度」が始まります。

７５歳以上の方全員が加入する医療保険

　後期高齢者医療制度は、７５歳以上の方全員に
新たに保険料をご負担いただく医療保険制度
です（医療機関で医療を受けた際の本人負担は
これまでどおり必要）。これは、老人医療費を
中心に国民医療費が増大する中、医療保険制度
を将来持続可能な制度にするために必要な見
直しとなります。

保険料は年額約６６,０００円（県内平均）

　後期高齢者医療制度で負担いただく保険料
は、「均等割額」と「所得割額」の合計となり、
県内統一の基準で２年ごとに更新されます。
平成２０・２１年度の年間保険料率は次のとおり定

められました。

▽ 均等割額＝３９,３１０円　 ▽ 所得割率＝７.３９㌫　

▽県内の平均保険料＝年額６５,８５０円（月額５,４８８
円）

制度運営は岐阜県後期高齢者医療広域連合

　後期高齢者医療制度は、県内全４２市町村が加
入する岐阜県後期高齢者医療広域連合が運営
主体となり、市は保険料の徴収や窓口業務（申
請・届出の受付など）を行います。

　制度の詳細は、今後、本紙に掲載するほか、
市内各地で説明会を開催します。ご不明な点
は、お問い合わせください。

□問い合わせ　市高齢福祉課�２６-２１１１（内線
１２３・１２４）、岐阜県後期高齢者医療広域連合�
０５８-３８７-６３６８

７５歳以上の方全員が対象
平成２０年４月から後期高齢者医療制度がスタート

※１

※１＝６５歳以上の一定の障害のある方を含む

荒川豊蔵
「光悦翁之図」
紙本墨画淡彩

１９３６（昭和１１）年


